
まちの話題

ま
ち
の
話
題

松
前
町
下
の
句

百
人
一
首
か
る
た
大
会

４
年
ぶ
り
の小正

月
女
の
ま
つ
り

書
の
ま
ち
松
前

児
童
生
徒
書
初
め
席
書
大
会

　
１
月
21
日
、
松
前
町
民
体
育

館
で
、
松
前
町
下
の
句
百
人
一

首
か
る
た
大
会
が
開
催
さ
れ
、

町
内
の
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

７
チ
ー
ム
22
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
、
読
み
手
の
声
に

集
中
し
、
緊
迫
し
た
空
気
の
中

で
句
が
読
ま
れ
る
と
素
早
く
札

を
取
り
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

優
勝

３
位

準
優
勝

　

１
月
13
日
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
ラ
ン
ド
い
さ
り
び
で
、

第
17
回
小
正
月
女
の
ま
つ
り

（
主
催
・
小
正
月
女
の
ま
つ
り

実
行
委
員
会
）が
開
催
さ
れ
、

約
２
６
０
人
の
町
民
が
来
場
し

ま
し
た
。

　
来
場
者
は
、
歌
謡
や
日
本
舞

踊
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
な
が

ら
楽
し
み
、
す
る
め
ち
ゃ
ん
体

操
や
血
糖
値
測
定（
協
力
・
西

村
薬
局
）な
ど
で
健
康
へ
の
意

識
を
高
め
ま
し
た
。

　
１
月
12
日
、
松
前
町
民
体
育

館
で
、
第
18
回
金
子
鷗
亭
記
念

松
前
町
児
童
生
徒
書
初
め
席
書

大
会（
主
催
・
文
化
の
香
り
漂

う
書
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
）が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
小

学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
80
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
松
前
町
出
身

の
書
家
、
金
子
鷗
亭
先
生
の
業

績
を
た
た
え
、
多
く
の
人
が
書

に
親
し
み
を
も
て
る
よ
う
に
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

特
別
賞
入
賞
の
作
品（
次
の

ペ
ー
ジ
で
紹
介
）は
、
図
書
館

で
２
月
20
日
ま
で
展
示
さ
れ
、

そ
の
後
、
町
内
６
カ
所
で
展
示

さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
作
品

は
道
の
駅
で
２
月
末
ま
で
展
示

さ
れ
ま
す
。

子どもたちは
一筆ごと丁寧に筆を運び

作品を仕上げていました
。

漫談やビンゴ大会で
漫談やビンゴ大会で� 盛り上がりました！
� 盛り上がりました！

藤
井
　
咲さ

那な

村
井
　
心こ

の
み美

小
川
　
爽さ

椰や

松
田
　
悠
衣

大
西
　
琉る

李い

阿
部
　
美
香

大
西
　
聖
美

髙
山
真
知
子

高
橋
　
保
枝

※�

高
校
生
以
下
の
名
前
に
は
、
ふ
り
が

な
を
載
せ
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）
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まちの話題

　
１
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
18
回
金
子
鷗
亭

記
念
松
前
町
児
童
生
徒
書
初
め
席
書
大
会
」の
特

別
賞
入
賞
者
と
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
講
評
・
書
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　

�
古
川
貴
志
・
井
村
航
・
平
田
純
子
〉

目指せ、未来の金子鷗亭！

書
初
め
席
書
大
会
　
入
賞
作
品

　
「
温お
ん
泉せ
ん
銘め
い
」は
、
唐
代
の
皇
帝
・
太
宗
の
書
を
代
表
す
る
傑
作
で

す
。
自
由
で
お
お
ら
か
な
書
風
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
さ
い
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ゆ
っ
た
り
と
、
の
び
の
び
と
筆
を

運
ん
で
い
る
作
品
で
す
。�

〈
古
川
〉

町
長
賞

小
林
　
璃り

音お
ん

（
松
前
高
２
年
）

　
配
列
が
整
い
、
ひ
ら
が
な
の
筆
脈
も
美
し
く
、
最
後
ま
で
心
を

込
め
て
書
き
上
げ
た
作
品
で
す
。「
下
」の
字
の
縦
画
が
迷
い
な
く
、

強
く
引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
「
城
」
の
右
側
が
や
や
詰
っ
て
い
る

こ
と
を
補
っ
て
、
余
り
あ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
に
な
っ
た
、
と
思

わ
れ
ま
す
。
同
級
生
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
練
習
で
き
た
こ
と
を

忘
れ
ず
、
今
後
も
楽
し
く
書
い
て
く
だ
さ
い
。�

〈
平
田
〉

協
議
会
会
長
賞

松
谷
　
侑ゆ
う
依い

（
松
城
小
６
年
）

　
「
伊い

都と

内な
い
親し
ん
王の
う
願が
ん
文も
ん
」は
、
桓
武
天
皇
の
第
八
皇
女
伊
都
内
親
王

が
行
草
書
六
十
八
行
に
書
い
た
巻
子
本
で
す
。
日
本
独
特
の
書
風

を
う
ま
く
表
現
し
、
運
筆
の
リ
ズ
ム
感
が
大
変
豊
か
で
、
自
在
に

あ
や
つ
る
筆
が
見
え
る
作
品
で
す
。�

〈
古
川
〉

審
査
委
員
長
賞

藤
巻
　
夢の

叶あ

（
松
前
高
２
年
）

　
文
字
通
り
、
生
き
生
き
と
健
康
的
な
作
品
で
す
。
線
に
太
細
が
あ
り
、
リ
ズ
ム
に
乗
り
な
が
ら
書
き

進
め
て
い
る
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
始
筆
、
終
筆
が
全
て
揺
ぎ
無
く
書
か
れ
て
い
て
、
墨
量
豊
か

に
紙
一
面
に
、
筆
を
運
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
の
び
や
か
で
あ
り
な
が
ら
、
横
画
の
間
隔
・
角
度
が

ぴ
た
り
と
そ
ろ
い
、
高
い
集
中
力
を
持
っ
て
臨
ん
だ
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。�

〈
平
田
〉

校
長
会
長
賞

清
水
　
小こ

陽は
る

（
松
城
小
２
年
）

　
一
画
一
画
丁
寧
に
書
か
れ
て
お
り
、
見
て
い
て
安
心
す
る
作
品
で

す
が
、特
に
注
目
し
て
み
た
い
の
は「
名
前
」で
す
。
実
は
、名
前
も
立

派
な
作
品
の
一
部
で
あ
り
、
入
れ
方
次
第
で
作
品
が
よ
く
も
悪
く
も

な
り
ま
す
。
藤
原
さ
ん
の
作
品
は
、名
前
も
大
字
同
様
の
筆
遣
い
や

心
意
気
で
書
い
て
お
り
、
作
品
全
体
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
一
年
生

で
こ
れ
だ
け
の
完
成
度
で
す
か
ら
、
こ
の
先
が
楽
し
み
で
な
り
ま

せ
ん
。
引
き
続
き
の
び
の
び
と
書
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。�〈
井
村
〉

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞

藤
原
　
希の
の
は羽

（
松
前
中
１
年
）

　
ま
ず
、
風
か
ん
む
り
の
二
画
目
を
の
び
や
か
に
、
し
か
も
紙
面

に
上
手
く
収
め
た
こ
と
が
目
を
引
き
ま
す
。
こ
の
課
題
は
四
文
字

を
大
き
く
書
こ
う
と
す
る
と
、「
風
」
が
小
さ
く
見
え
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
西
川
さ
ん
は
、
特
に
「
風
」
の
は
ね
の
終
筆
部
分
を

遠
く
ま
で
腕
を
動
か
し
、
書
い
て
い
る
こ
と
で
、
漢
字
が
大
き
く

見
え
ま
し
た
。�

〈
平
田
〉

社
会
教
育
委
員
長
賞

西
川
　
蓮れ
ん
人と

（
松
城
小
４
年
）

　
流
れ
の
よ
さ
と
し
な
や
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
快
作
で
す
。
行
書
の

特
徴
で
あ
る
丸
み
や
筆
脈
、省
略
や
筆
順
の
変
化
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、

自
分
の
リ
ズ
ム
で
書
き
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
好
感
を
も
て
ま
す
。

ま
た
、「
よ
い
作
品
を
書
き
た
い
」と
い
う
強
い
気
持
ち
を
感
じ
ま
し

た
。
書
道
は
技
術
だ
け
で
な
く
、
心
の
も
ち
方
も
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
堀
川
さ
ん
の
強
い
気
持
ち
が
、
作
品
を
二
倍
三
倍
…
そ
れ
以
上

に
輝
か
せ
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

〈
井
村
〉

金
子
鷗
亭
賞

堀
川
　
真ま

歩ほ

（
松
前
中
２
年
）
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まちの話題

議
会
議
員
と
し
て
の

功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た

赤
十
字
災
害
救
護
車「
博
愛
号
」

と
災
害
用
炊
き
出
し
釜
が

�

配
置
さ
れ
ま
し
た

消
防
団
員
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
こ
の
た
び
、
西
川
敏
郎
さ
ん

（
大
沢
）が
北
海
道
社
会
貢
献
賞

（
自
治
功
労
者
）を
受
賞
し
、
札

幌
市
内
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に

て
北
海
道
知
事
よ
り
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
議
会
議
員
と
し
て

28
年（
う
ち
副
議
長
８
年
）の
永

き
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
日
本
赤
十
字
社

北
海
道
支
部
か
ら
町
へ
、
災
害

救
護
車「
博
愛
号
」と
災
害
用
炊

き
出
し
釜
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
赤
十
字
活
動
や
赤

十
字
募
金
の
実
績
な
ど
が
優
良

で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
配
置
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
災
害
救
護
車
は
今
回
で
３
台

目
、
災
害
用
炊
き
出
し
釜
は
４

台
目
の
配
置
と
な
り
、
災
害
や

事
故
、
そ
の
他
の
緊
急
を
要
す

る
各
種
救
護
活
動
や
赤
十
字
事

業
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
赤
十
字
募
金
の
活
動
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
町
内
各
地
区
の

協
賛
委
員
の
皆
さ
ん
、
募
金
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆

さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
消
防
作
業
や
防
災
思
想
の
普

及
な
ど
に
関
す
る
活
動
が
認
め

ら
れ
、
受
章
者
へ
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

�

（　
）内
は
所
属
分
団
名
等

�

※
敬
称
略

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

30
年
勤
続
章

　
室
田
八
重
子
（
さ
く
ら
）

北
海
道
知
事
表
彰

20
年
勤
続
章

　
中
村　
弘
一
（
大
島
）

　
柏
木　
　
潤
（
大
沢
）

　
平
沼　
卓
也
（
大
沢
）

　
小
川　
英
貴
（
大
沢
）

　
酒
井　
雅
史
（
小
島
）

10
年
勤
続
章

　
小
平　
和
広
（
松
前
）

　
寺
本　
雅
裕
（
大
沢
）

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

特
別
功
績
章

　
三
上　
正
人
（
副
団
長
）

　
川
口　
明
弘
（
大
沢
）

災害救護車「博愛号」

災害用炊き出し釜

※�

北
海
道
支
部
管
轄
内
で
、
災
害
救
護
車
11
台
の

う
ち
１
台
、
災
害
用
炊
き
出
し
釜
５
台
の
う
ち

１
台
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

30
年
勤
続
章

　
室
田
八
重
子
（
さ
く
ら
）

　
工
藤　
譲
二
（
小
島
）

20
年
勤
続
章

　
柏
木　
　
潤
（
大
沢
）

　
小
川　
英
貴
（
大
沢
）

　
酒
井　
雅
史
（
小
島
）

　
五
十
嵐
真
之
（
小
島
）

10
年
勤
続
章

　
青
山　
真
吾
（
小
島
）

　
高
松
か
な
子
（
さ
く
ら
）

北
海
道
消
防
協
会

�

渡
島
地
方
支
部
長
表
彰

功
労
章

　
中
村　
弘
一
（
大
島
）

　
工
藤　
譲
二
（
小
島
）

渡
島
西
部
広
域
事
務
組
合

�

管
理
者
表
彰

賞
詞

　
村
井　
　
緑
（
さ
く
ら
）

賞
誉

　
西
川　
英
典
（
大
沢
）

　
小
平　
和
広
（
松
前
）

　
吉
田　
穣
二
（
小
島
）
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